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売上においては、茶業、観光飲食店業は増加となったが、宿泊業は横ばい、 販売数量においては、茶業、観光飲食店業のみが増加となり、宿泊業は横ばい、

それ以外の全業種が減少となった。 それ以外の全業種が減少となった。

売上単価においては、茶業、観光飲食業、小売業が増加し、サービス業、 原材料、商品仕入単価においては、建設建築業のみ増加し、観光飲食店業は

宿泊業は横ばい、製造業、建設建築業は減少となった。 減少、その他全業種は横ばいとなった。
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和束町管内の景気動向に関する実態を把握するため、管内小規模事業者の中から調査対象

２６事業者を選定し、四半期に１度、巡回時に管内景気動向調査・分析を実施しておりま

す。自社の経営分析や事業計画策定時のデータとしてご活用ください。

【総括】和束町内の事業者の業況は業種ごとに異なるものの、茶業や観光飲食業では売上

や販売数量の増加傾向があり、既存の商圏との関係強化や販路開拓が進んでいる。一方、製

造業や建設業では原材料費の上昇や資金繰りの厳しさが課題となり、経営効率化が求められ

ている。

今後の方向性としては、各業種の課題に応じた支援策の強化が重要である。例えば、茶業

では新製品開発やブランド力向上、宿泊業では人材確保やサービス品質の向上が競争力の鍵

となる。また、IT活用による業務効率化や販路拡大を進め、地域全体の経済活性化を図るこ
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採算（経常利益）においては、茶業のみ増加となり、サービス業、宿泊業は 資金繰りにおいては、茶業のみ増加となり、製造業、建設建築業、宿泊業は

横ばい、その他全業種は減少となった。 横ばい、その他全業種は減少となった。

【現在の経営課題】

販売数量においては、茶業、観光飲食店業のみが増加となり、宿泊業は横ばい、

茶業の主な課題は、新たな商圏・顧客・販路の開拓、新製品サービスの開発 製造業の主な課題は、新たな商圏・顧客・販路の開拓となった。

となった。

建設業の主な課題は、既存の商圏・顧客・販路との関係強化となった。 小売業の主な課題は、既存の商圏・顧客・販路との関係強化となった。
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観光飲食店の主な課題は、既存の商圏・顧客・販路との関係強化となった。 宿泊業の主な課題は、人材確保、既存の製品・サービスの改善となった。

サービス業の主な課題は、既存の商圏・顧客・販路との関係強化となった。

【求める支援策】

茶業が求める主な支援策は、新たな商圏・顧客・販路の開拓となった。 製造業が求める主な支援策は、新たな商圏・顧客・販路の開拓となった。
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建設建築業が求める主な支援策は、既存の商圏・顧客・販路との 小売業が求める主な支援策は、ITの利活用となった。

関係強化となった。

観光飲食店が求める主な支援策は、既存の商圏・顧客・販路との関係強化 宿泊業が求める主な支援策は、業務の効率化、既存の製品・サービスの改善

となった。 となった。

サービス業が求める主な支援策は、既存の商圏・顧客・販路との関係強化となった。
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